
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１９ 

１月 
第１９号 

宮城県仙台保健福祉事務所（塩釜保健所） 

特別養護老人ホーム 松陽苑 （名取市） 

 （２０１８年１０月２６日） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

みやぎの復興現場訪問に同行して 

１０月２６日（金），村井知事は『みやぎの復興現場訪問事業』で，名取市の特別

養護老人ホーム「松陽苑」を訪問いたしました。 

当日は私も同行させていただき，入所されている皆様に温かいお出迎えをしてい

ただくとともに，法人・施設関係者の皆様には施設の特色や運営上の課題などにつ

いて詳しくお聞きすることができました。 

大変お忙しい中お時間を割いていただき，ありがとうございました。改めて感謝申し 

上げます。 

 

お話をお伺いし，改めて感じたのが「介護人材の不足」ということです。 

同施設においてもＥＰＡ（経済連携協定）による介護福祉士の方が１名，今後，介

護福祉士の試験を受けるご予定の候補生の方が２名働いていらっしゃいます。 

３名の方ともインドネシアのご出身で，お話をお伺いしたところ，やはり一番難しい 

のは「漢字」の読み書きとのこと。 

また，来日する前の語学研修も「標準語」で行われるので，実際，施設のお年寄り

と接してみてとまどったことも何度かあったとか。 

来日とともに生活環境が激変し，自分の生活を軌道に乗せるだけでも大変な中，

入所されている方々に向ける優しい笑顔の中に，｢介護のプロを目指す｣という熱い志

（こころざし）を強く感じた一日でした。 

「
希
望
」
の
実
現
に
向
け
て 

毎年４月は進学などで親元を離れ，新たな生活を始める皆さんが多い時期。つい

つい食生活が乱れがちになることも多いようです。 

仙台保健福祉事務所ではこうした点に着目し，尚絅学院大学食育推進サークル

「ヘルシークラブアップル」や健康栄養学科の学生さんたちと協働し，学内の同じ世

代の皆さんを対象に健全な食生活について働きかけを行う事業を展開しているとこ

ろです。 

  

具体的な取組内容については，学生さんたち自らに企画していただき，今年度は

①学生食堂と共同で行う食育活動｢野菜たっぷり昼ごはん｣の提供②血管年齢の測

定・肌チェックなどを盛り込んだ学内食育イベント，③ＳＮＳを使った情報発信などを

行うこととしております。（11月下旬にマスコミにも取り上げていただきました!!） 

 

学生の皆さんにとって，バランスのとれた食事は心身の健康を保ち，自ら描いた

希望に向かい進んでいくためのエネルギーとなるもの。継続してこそ意味があります。 

今回の取組がこの事業の企画に携わられた学生さんはもとより，それ以外の学生さ

んや教職員の皆さんまで，日頃の食生活を改めて見直すきっかけにしていただけれ

ば幸いです。 

先日，朝の通勤途中，｢雪虫｣を見かけました。 

間もなく寒い冬の到来とともにインフルエンザの季節がやってまいります。 

皆さん，体調管理にくれぐれもご留意され，元気で桜の季節を迎えられますように。 

 

大学と協働した食育推進活動 

冬の訪れ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

震
災
か
ら
の
復
興
に
力
を
入
れ
て
い

る
企
業
・
団
体
等
を
知
事
が
訪
問
す
る

「
〈
み
や
ぎ
の
復
興
現
場
〉
訪
問
事
業
」

が
10
月
26
日
（
金
）
に
開
催
さ
れ
、
当

管
内
で
あ
る
名
取
市
の
「
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
松
陽
苑
」
に
知
事
が
訪
問
し
ま
し

た
。 松

陽
苑
を
運
営
す
る
社
会
福
祉
法
人

宮
城
福
祉
会
は
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
経
済
連
携
協

定
）
導
入
後
、
「
こ
れ
か
ら
は
外
国
人
の

力
が
必
要
」
で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
人
を
介
護
福
祉
士
候
補
者

と
し
て
受
け
入
れ
、
専
用
寮
の
建
設
や
職

員
が
日
本
語
の
指
導
に
当
た
る
な
ど
、
法

人
・
施
設
が
一
体
と
な
っ
て
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

当
日
は
、
遠
藤
理
事
長
の
挨
拶
、
松

川
施
設
長
か
ら
施
設
概
要
説
明
を
受
け

た
後
、
１
階
の
サ
ン
ル
ー
ム
に
お
い
て

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
出
身
の
ス
タ
ッ
フ
及
び

施
設
利
用
者
の
方
々
と
共
に
、
テ
ィ
ー

タ
イ
ム
を
過
ご
し
ま
し
た
。
ま
た
、
施

設
ス
タ
ッ
フ
か
ら
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

竹
製
の
打
楽
器
で
あ
る
「
ア
ン
ク
ル
ン
」

を
用
い
た
童
謡
「
き
ら
き
ら
ぼ
し
」
が

演
奏
さ
れ
、
知
事
も
大
満
足
の
様
子
で

し
た
。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仙保福 

平
成

30

年
７
月
の
西
日
本
豪

雨
、
同
年
９
月
の
北
海
道
胆
振
東
部

地
震
の
発
生
に
伴
い
、
当
所
（
支
所

含
む
）
か
ら
８
名
の
職
員
が
公
衆
衛

生
活
動
チ
ー
ム
と
し
て
被
災
地
に

派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、

派
遣
職
員
に
よ
る
所
内
報
告
会
を

開
催
し
、
派
遣
先
で
の
活
動
内
容
な

ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

発
表
の
中
で
は
、
避
難
所
に
お
け
る

感
染
症
予
防
対
策
や
心
の
ケ
ア
の
重

要
性
、
関
係
機
関
と
の
調
整
・
連
携
に

関
す
る
こ
と
な
ど
、
現
地
で
活
動
し
て

初
め
て
わ
か
る
被
災
地
の
現
状
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。 

派
遣
期
間
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間

の
中
で
最
大
限
に
効
果
を
発
揮
す
る

支
援
が
で
き
る
よ
う
、
懸
命
に
活
動
し

て
き
た
職
員
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。 

派遣活動期間
当所からの
派遣職員数
（人）

職種

H30.7.22～27 1 保健師

H30.8.1～6 1 保健師

H30.9.20～25 1 保健師

H30.9.30～10.5 1 保健師

H30.10.5～10 1 保健師

H30.10.10～15 1 保健師

H30.10.15～20 1 保健師

H30.10.20～25 1 事務担当

計 8

西日本
豪雨

北海道
胆振東部
地震

仙台保健福祉事務所職員派遣状況 



      ～ 被災者健康支援会議（研修会）を開催 ～ 

テーマ  ：  復興期における心のケア―住民と支援者のために― 

講 師  ：  兵庫県こころのケアセンター センター長兼診療所長 加藤 寛 氏 

阪神淡路大震災の教訓から，震災から月日が経過しても心のケアの問題は継続することが知られており，東日

本大震災においても同様に心のケアの問題が継続すると考えられています。 

そこで，当事務所では平成 30 年 10 月 24 日（水）に震災後の継続的な心のケアについて学び，先を見据えた

支援を行うことができるようにするために研修会を行い，38 名の支援者に参加いただきました。 

【問合せ先】母子・障害第二班 

☎ ０２２－３６５－３１５３ 

参加者からは，「こころのケアには住環境を含めた生活支援が重要だと学んだ」

「様々な視点から心のケアについて考える機会になった」と感想をいただきました。 

当所では，今後も引き続き被災された方々の心のケア，支援者に対する研修会を

行っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研 修 内 容 

中長期のこころのケア 

中長期のこころのケアでは，被災者の抱える問題は何かを把握するために支援者が被災者のもとに足を運

び，支援を行うことが重要である。 

心の復興 

心の復興に必要なものは「生活再建」「健康の維持」「コミュニティの再建」「役割の回復」の４つ。この

４つを達成して初めて心の健康を回復できる。 

住宅被害が大きいほど「自分が被災者ではない」と感じなくなるまで時間がかかる。 

「被災者でない」と感じなくなるまで 

PTSD 

東日本大震災を経験した人が数十年後にＰＴＳＤになる可能性があることを認識しておく。 

例えば、阪神淡路大震災の時に小学生だった方が，大阪北部地震の揺れでＰＴＳＤになったケースがある。 

 

復興期のケース対応 

復興期のケース対応については，何が問題か，背景の要因を詳細に検討し，関係づくりを重視する。 

スーパーバイザーから助言や指導を受け，支援者自身の感情をモニターすることも必要。 

 

支援者が健康でいることが最も重要。活動のポジティブな側面を評価し，少しだけ達成感のあることを

行うことがメンタルヘルスのために有効。 

支援者の健康 

受援体制の強化については，外部支援者をコントロールする体制が必要であり，場合によっては支援を

断り，自前でできることを増やすことも必要である。 

受援体制の強化 



【問合せ先】疾病対策班 

☎ ０２２－３６３－５５０４ 

 

  例年，秋から冬にかけて感染性胃腸炎が流行しています 

 

 

 

 

 

 
 

 

                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 
手洗い 

 

食品の加熱 
 
調理器具の消毒 

 

外出から帰った後，食事の前，調

理の前，トイレの後，嘔吐物処理

やおむつ交換の後は，石けんで

手をよく洗いましょう。 

  

調理器具（まな板・包丁・ふきん

など）は，その都度洗剤で洗い，

熱湯や塩素系漂白剤などで十分

消毒し乾燥させておきましょう。 

 早めの受診 

 

子どもや高齢者は重症化しやすい

ので，早めに受診しましょう。 

 
適切な消毒 

 

嘔吐物や便で汚染されたものは，次

亜塩素酸ナトリウムで消毒しましょ

う。 

 
家族も注意 

【動画】嘔吐物の処理方法 

 

 

 

 

 

 

 食品は十分に洗い，中心までよく

加熱しましょう。85～90℃以上で

90秒以上の加熱が必要です。 

  

  

 

入浴はシャワーのみで済ませ，タ

オルは共有しないようにしましょ

う。 

 

まん延予防に努めましょう 

 

 家庭で 

共感を態度に表しましょう 

 施設で 

予防のポイント 

症状があるとき 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手洗い 

 

咳エチケット（マスク） 

 

加  湿 

 

帰宅時，食事前，調理の前などはしっか

りと手を洗いましょう。 
飛沫は２m先まで飛んでいきます。 

湿度は５０～６０％以上を保ちましょ

う。 

アルコール消毒 

 

早めの受診 

 

栄養と休息 

 

手に触れるところは定期的に消毒しまし

ょう。 

抗インフルエンザウイルス薬は，発症から

４８時間以内の使用が効果的です。 

免疫力を高めて，ウイルスに負けない体

づくりを心がけましょう。 

流 行 期：12 月下旬から始まり，1 月下旬から 2 月上旬にピ

ークを迎えます。 

症 状：38℃以上の発熱やせき，のどの痛み，全身の倦怠

感や関節痛などがあります。 

感染経路：感染した人の咳やくしゃみに含まれるウイルスを、

別の人が口や鼻から吸い込んでしまい感染する「飛

沫感染」や，感染者の手についたウイルスが， ド

アノブなどの「モノ」を介して健康な人の手に付着

し，その手で自分の鼻・口・目などに触れることで

感染する「接触感染」です。 

 



 

 

 

  

蛍光塗料を塗って手袋を擦って負荷を与える 

ブラックライトをあてる 

岩
沼
支
所
で
２
年
ぶ
り
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催 

講師 

スズキ記念病院 看護部長 

（感染管理認定看護師） 

佐々木浩美 様 

 

10
月
16
日
，
岩
沼
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
ｉ
あ
い
プ
ラ
ザ
に
て
，
岩
沼
支
所
管
内
感

染
症
予
防
対
策
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。
岩
沼
支
所
管
内
で
は
２
年
ぶ
り
に
開
催

さ
れ
た
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
が
，
今
年
度
は

管
内
の
高
齢
者
・
障
害
者
施
設
職
員
等
お

よ
そ
40
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

岩
沼
支
所
管
内
で
は
，
例
年
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
や
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
等
の
集
団
感
染

事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
講
師
の
ス
ズ
キ

記
念
病
院 

佐
々
木
浩
美
先
生
か
ら
，
社
会

福
祉
施
設
は
集
団
生
活
の
場
で
あ
り
，
抵
抗

力
の
弱
い
利
用
者
も
多
い
こ
と
か
ら
，
職
員

一
人
ひ
と
り
が
正
し
い
知
識
を
持
っ
て
適
切

な
感
染
症
予
防
対
策
を
講
じ
る
こ
と
の
重

要
性
を
ご
講
義
頂
き
ま
し
た
。 

好
評
い
た
だ
い
た
「ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ト
」演
習 

講
義
に
続
い
て
，
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
全
員
が

ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ト
を
利
用
し
た
演
習
に
取
り
組

み
ま
し
た
。 

蛍
光
塗
料
を
汚
れ
に
見
立
て
使
い
捨
て
手

袋
に
塗
布
し
，
手
袋
を
取
り
外
し
た
後
，
手
の

ひ
ら
に
ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ト
を
照
射
し
て
み
る

と･･･

取
り
外
す
際
に
手
に
付
着
し
て
し
ま
っ
た

汚
れ
や
ピ
ン
ホ
ー
ル
の
跡
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
手
袋
だ
け
で

安
心
し
て
は
い
け
な
い
と
感
じ
た
」
「
手
洗
い
の

重
要
性
が
わ
か
っ
た
」
「
他
の
職
員
に
も
教
え
て

 

あ
げ
た
い
」と
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

 

仙保福 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【問合せ先】岩沼支所地域保健班  

☎ ０２２３－２２－２１８９ 

感
染
区
域
別
カ
ラ
ー
マ
ッ
プ
を
作
成 

保
健
所
で
は
日
頃
か
ら
感
染
症
予
防
対

策
に
携
わ
る
関
係
者
の
皆
様
と
連
携
し
，
地

域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

 

感
染
リ
ス
ク
区
域
別
カ
ラ
ー
マ
ッ
プ
は
，

「
日
頃
の
清
掃
方
法
が
適
切
か
判
断
で
き
ず

に
悩
ん
で
い
る
」
「
消
毒
に
お
金
や
時
間
が
か

か
る
。
も
っ
と
効
率
の
よ
い
方
法
は
な
い
か
」

と
い
う
管
内
社
会
福
祉
施
設
職
員
の
声
を

受
け
，
作
成
さ
れ
ま
し
た
。 

地域の皆様の

声から誕生 

しました！ 
平
常
時
の
清
掃
に
つ
い
て
，
「
洗

浄
」
の
み
で
は
不
十
分
に
感
じ
る
こ
と

も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
，
消
毒

し
た
い
場
所
の
汚
れ
を
丁
寧
に
除
去

す
る
こ
と
は
，
「
消
毒
」
の
効
果
を
保

証
す
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。
ま
た
，

血
液
や
体
液
な
ど
の
有
機
物
汚
れ

を
「
洗
浄
」
に
よ
っ
て
除
去
す
れ
ば
，

「
消
毒
」
の
過
程
を
省
略
す
る
こ
と
も

で
き
，
時
間
，
人
手
，
費
用
を
削
減

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

効
率
的
な
清
掃
方
法
の
整
理
が

一
目
で
わ
か
る
資
料
と
し
て
地
域
で

活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。 

セ
ミ
ナ
ー
講
師
の
佐
々
木
浩
美
先

生
も
監
修
に
携
わ
り
作
成
さ
れ
た
こ

の
カ
ラ
ー
マ
ッ
プ
は
，
セ
ミ
ナ
ー
参
加

者
全
員
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。 

今
後
カ
ラ
ー
マ
ッ
プ
の
活
用
状
況
に

つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。
活
用
で
き
た
点
・
で
き
な

か
っ
た
点
，
追
加
し
て
ほ
し
い
内
容
，

仕
様
な
ど
に
つ
い
て
実
際
の
使
用
者

（
施
設
）
か
ら
ご
意
見
を
頂
戴
し
，
さ

ら
な
る
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
目
指
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

お
楽
し
み
に
！ 

「洗
浄
」な
く
し
て 

完
全
な
「消
毒
」は
な
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冬は暖房機器の使用などにより，1 年で最もエネルギー消費量が多くなる季節です。地球温暖化の原因

となる二酸化炭素の家庭からの排出量も増えがちです。 

省エネ性能の高い家電製品への買い換えや公共交通機関の利用，自動車のアイドリングストップ，低

めの暖房温度設定（目安 20℃），ウォームビズの実践など「賢い選択」で冬を快適に過ごしましょう。 

そこで，今年の冬はウォームビズの一環として，「ウォームシェア」に取り組んでみませんか。家庭や

友達とひとつの部屋・場所に集まって過ごせば，エネルギー消費を減らせるだけでなく，コミュニケー

ションも深まります。 

「ウォームシェア」について詳しくは環境省のホームページをご覧ください。 

（https://ondankataisaku.env.go.jp/coolchoice/warmbiz/warmshare/index.html） 

家族が別々の部屋で暖房を使うと、エネルギー

を多く消費してしまいます。みんながひとつの部

屋に集まれば、エネルギーを節約しながら、コミ

ュニケーションも深まります。 

みんなでひとつの部屋に集まって鍋を

楽しめば、心もからだもあたたまります。

地元の食材を選べば、地域も元気になりま

すね。 

仲間どうし、自分の部屋の暖房を止めて集ま

りましょう。 

お財布に負担をかけず、楽しく過ごすのはい

かがですか。 

家庭の暖房を止めてまちに出るだけで、

エネルギー消費を減らせます。公共施設等

でゆったりとあたたかく過ごすのはいか

がでしょう。 

スポーツをしたり、銭湯に行くことや飲

食店に出かけて楽しむのもウォームシェ

アです。 

たくさんの人が集まることで、まちも元

気になります。 

【問合せ先】環境廃棄物班 

☎ ０２２－３６５－５５０１ 

https://ondankataisaku.env.go.jp/coolchoice/warmbiz/warmshare/index.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月７日（日）に利府町のグランディ２１で開催された「りふ環境まるごとフェア２０１８」に

薬物乱用防止と動物愛護のブースを出展し，６００名以上の方にご来場頂きました。 

【問合せ先】食品薬事班  

☎ ０２２－３６３－５５０５ 

 薬物乱用防止のブースでは，的に描かれた不正な薬

物を狙って撃退する射的ゲーム，不正薬物の標本の展

示，塩釜地区薬剤師会の薬剤師によるお薬相談コーナ

ーを設置し，薬物乱用の恐ろしさを伝えるとともに医

薬品の正しい使用について PR しました。 

 薬物撃退シューティングゲームは，長蛇の列ができ

るほどの人気でたくさんのこども達に参加してもら

い，薬物乱用の恐ろしさを訴えることができました。

また，薬物乱用防止キャラクターの「ダメ。ゼッタイ

君」も登場し，こちらも子ども達に大人気でした。 

  動物愛護ブースでは，宮城県動物愛護推進員の方々に

協力を頂き，犬猫クイズコーナーの設置や宮城県におけ

る保護犬・保護猫譲渡への取り組みを紹介するなど犬猫

の適正飼養及び終生飼養について PR するとともに，ペ

ットに関する相談も受け付けました。 

 犬猫クイズでは，「犬を飼い始めたら登録と年に一度

狂犬病の予防接種を行う」「犬をリードでつなぎ散歩す

る」「野良猫にむやみに餌をあげない」「犬は汗をかく」

など来場者の方に，普段見落としがちな犬猫の習性や飼

い方の注意点について，クイズを通じて改めて知っても

らうことができました。 

 

気分が落ち込む、家族が家に引きこ

もっている、お酒がやめられない等

の悩みの相談に、精神科医や専門の

相談員等が応じます（予約制）。 

【問合せ先】母子・障害第二班 

☎ ０２２－３６５－３１５３ 

内容 開催日 場所

1月22日（火）
松島町

保健福祉センター

1月31日（木） 塩釜保健所

2月19日（火）
七ヶ浜町

母子健康センター

ひきこもり・思春期
こころの相談

2月5日（火） 塩釜保健所

1月24日（木） 多賀城市役所

2月21日（木） 塩竈市保健センター

こころの相談

アルコール・
薬物関連相談



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮城県仙台保健福祉事務所（塩釜保健所）の案内図 

仙台保健福祉事務所

の所管市町村図 

（黒川支所・岩沼支

所管内も含む） 

仙台保健福祉事務所 

（塩釜保健所）の所在地 

塩竈市 

仙台市 

（宮城県庁） 

宮城県 

仙台保健福祉事務所周辺図（塩竈市北浜） 

【発行・問合せ先】宮城県仙台保健福祉事務所ＨＰ委員会（事務局：企画総務班） 

TEL：022-363-5502 FAX：022-362-6161 Ｅmail：sdhwfzpg@pref.miyagi.lg.jp 


